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命題1 実質金利と金融連関比率1は  
正の関数を示す。  
命題2 金融連関比率と経済成長率は  
正の相関にある。  
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－ 貯蓄のうち金融資産として保有さ  
れる「金融貯蓄」が減少して、投資水  
準が低下する。  
－ 金利機能の停止によって、資金配  
分が非効率になり、投資が非生産的と  
なる。低金利は「金融抑圧   
（FinancialRepression）」を引き起  







2 伊東和久．山田利一縮【1993】、『経済  
発展と金融自由化』アジア経済出版会  






























































（creditrationing）」が発生する。そう   
ー6－   
ステイグリッツ＝ワイスは、利子率が  
増加させると、以下の2つ効果が生じると  



























































3 McEinnon【1993］，R85  
－7－   
を最大化する利子率は“銀行最適”利子率  
（ヂ＊）と呼ばれる。   
仮に、企業がB金額を銀行から借り入  
れ、借り入れ利子率は㌢であり、そして担  
保（Colla七eral）はCとする。   
借り手のネット利潤（汀（即））は  











図2c．銀行の収益がプロジェックトに   
よる利潤に関する凹関数  
β（勘ダ）  
（1＋′）β－C   
期待収益がゼロになるような∂の価値：   








定理1：屏与の刺子率行事 ノ におい  
て、決定劇な厨膚r∂Jがあって、∂＞∂  
にのみ、金賞が銀行から潜りスわを行う。  
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ーC  
それぞれのβ価値においては、期待利潤は  

































































比率が高まり、自己資本ベースは減少し  Ⅲ 経済発展における金融自由化  
5 RonaldI．McKinnon【1993］，P．13  
6 McKinnon【1993］，n22  
4 Jo＄ePhE．Stigli七zandAndrewWeis＄  
【1981］  
－9－   
た。  量が増加し、実質預金スプレッドの縮小に  
見られるように、金融仲介コストも減少し  





































































































































ー11－   
ばならないと思う。  て経済発展に必要な資金を効率的なファイ   
そして、金融自由化政策を進めるなか ナンスしていくか、これが現在途上国に閏  
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